
東ケープ州のマンデラが育ったクヌ村で、
学校に通う子どもたち。

マンデラの 挑戦
引き継がれ る
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ヨハネスブルグのサントンにあるショッピングモール。
高級ホテルも並ぶ富裕層地区で、旧黒人居住区とは雲泥の差だ。

高速鉄道のハウトレインのオリバー・タンボ駅（ヨハネスブルグ国際空港駅）。
この路線はプレトリアやヨハネスブルグ、サントンを結んでいる。

ソウェト（国内最大の旧黒人居住区）にも現在では富裕層が住み始め、
立派な家が建ち並ぶエリアがある。

東ケープ州の主要都市ウムタタ。この街では、白人はまず見かけない。
アパルトヘイト時代は、黒人ホームランド「トランスカイ」の首都だった。

父親の死後マンデラが一時期身を寄せていたムケケズウェニ村。
かつて黒人に割り当てられた土地の多くは荒れ地に近く、肥沃とは言えない。

ケープタウンの旧黒人居住区のケープ・フラッツ地区。
近年アパートが建ち始めたが、バラック小屋や老朽化したホステルも
いまだ健在で、部屋をシェアして家賃を切り詰める人が多い。

ソウェト。バラック小屋で暮らす人は今も多い。 ケープタウン中央駅付近のビジネス街。
オフィスビルが集まっている。
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南アフリカ共和国

　
30
年
前
の
出
来
事
は
世
紀
の
ド
ラ
マ
だ
っ
た
。

獄
中
で
さ
え
信
念
を
貫
き
、
公
正
な
社
会
の
実

現
へ
の
闘
志
が
揺
る
が
な
か
っ
た
ネ
ル
ソ
ン
・

マ
ン
デ
ラ
が
、
南
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン

郊
外
の
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
刑
務
所

（
現
ド
ラ
ケ
ン
ス
テ
イ
ン
刑
務
所
）
を
出
て
解

放
さ
れ
た
。
1
9
9
0
年
2
月
11
日
の
晴
天
の

日
で
、
そ
の
姿
は
世
界
中
に
報
道
さ
れ
た
。
ア

パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
（
人
種
隔
離
政
策
）
の
廃
絶
に

立
ち
上
が
り
、
国
家
転
覆
の
罪
に
問
わ
れ
て
終

身
刑
を
宣
告
さ
れ
た
の
が
1
9
6
4
年
で
45
歳

の
と
き
。
投
獄
生
活
か
ら
よ
う
や
く
解
放
さ
れ

た
と
き
は
71
歳
に
な
っ
て
い
た
。

　
解
放
後
は
白
人
政
権
と
の
交
渉
の
中
心
を

担
っ
た
マ
ン
デ
ラ
は
、
白
人
が
黒
人
を
含
む
非

白
人
を
抑
圧
す
る
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
を
終

わ
ら
せ
、
南
ア
フ
リ
カ
は
民
主
国
家
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。
人
口
の
約
8
割
に
迫
る
黒
人

が
剥
奪
さ
れ
て
い
た
参
政
権
を
手
に
入
れ
、
初

め
て
国
政
に
参
加
し
た
94
年
4
月
の
総
選
挙
で

マ
ン
デ
ラ
率
い
る
A
N
C
（
ア
フ
リ
カ
民
族
会

議
、
現
与
党
）
が
勝
利
し
、
彼
は
大
統
領
に
就

任
す
る
。
人
種
対
立
を
戒
め
、
融
和
と
和
解
を

説
き
、
国
を
再
建
し
た
手
腕
は
世
界
史
に
残
る

偉
業
で
あ
り
、
彼
は
国
父
と
も
称
え
ら
れ
て

2
0
1
3
年
に
95
歳
で
永
眠
し
た
。

　
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
下
の
黒
人
は
前
述
の
よ
う

に
参
政
権
は
認
め
ら
れ
ず
、
教
育
機
会
も
不
平

等
で
（
学
校
は
人
種
別
で
、
白
人
は
無
償
の
義

務
教
育
だ
っ
た
が
、
黒
人
は
無
償
で
も
義
務
教

育
で
も
な
か
っ
た
）、
低
賃
金
を
強
要
さ
れ
た

う
え
就
労
職
種
は
限
定
さ
れ
て
、
国
内
の
移
動

は
制
限
さ
れ
、
バ
ス
や
電
車
も
人
種
別
で
、
黒

人
居
住
区
は
粗
末
だ
っ
た
。
病
院
で
白
人
用
の

ベ
ッ
ド
が
空
い
て
い
て
も
黒
人
は
使
用
で
き
ず
、

床
に
寝
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
1
9
9
4
年
の
A
N
C
政
権
誕
生
後
、
黒
人

の
暮
ら
し
は
変
わ
り
始
め
た
。
白
人
が
独
占
し

て
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
界
へ
の
進
出
が
可
能
に
な
り

成
功
を
収
め
た
者
や
、
有
力
企
業
へ
の
雇
用
を

得
た
者
な
ど
羽
振
り
の
よ
い
層
が
増
え
て
き
て

い
る
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
課
題
は
多
い
。
旧

黒
人
居
住
区
の
バ
ラ
ッ
ク
小
屋
で
の
暮
ら
し
や
、

低
家
賃
の
老
朽
化
し
た
ホ
ス
テ
ル
で
薄
給
を
懸

命
に
切
り
詰
め
る
生
活
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
人

も
い
て
、
困
窮
の
日
常
は
続
く
。
黒
人
の
失
業

率
は
約
30
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
白
人
の
4
倍
と
も

い
わ
れ
所
得
格
差
は
埋
ま
ら
な
い
。

　
な
か
に
は
こ
ん
な
過
激
な
意
見
も
あ
る

│

「
俺
た
ち
に
土
地
を
返
す
な
り
、
土
地
で
潤
っ

て
い
る
白
人
に
相
応
の
負
担
を
求
め
て
も
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
」。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
で
黒
人

は
土
地
を
奪
わ
れ
、
現
在
で
も
人
口
の
1
割
に

も
届
か
な
い
白
人
が
土
地
の
7
割
超
を
所
有
し

て
い
る
。
こ
の
意
見
は
少
数
派
だ
が
共
感
を
呼

ぶ
の
も
事
実
で
、
昨
年
の
総
選
挙
で
ラ
マ
ポ
ー

ザ
大
統
領
（
A
N
C
）
は
土
地
所
有
問
題
の
是

正
に
触
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
問
題
で
隣

国
ジ
ン
バ
ブ
エ
は
強
硬
に
土
地
の
接
収
に
進
ん

だ
た
め
国
内
の
混
乱
と
欧
米
諸
国
の
経
済
制
裁

を
招
き
、
国
内
経
済
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る

結
果
と
な
っ
た
。

木
下
貴
史（
き
の
し
た・た
か
し
）

神
奈
川
県
横
浜
市
在
住
。東
海
大
学
文
学
部
卒
業
。ア
フ
リ
カ
取
材

に
力
を
入
れ
、1
か
月
歩
き
回
っ
た
カ
メ
ル
ー
ン
を
は
じ
め
訪
れ
た
国

は
13
か
国
。ネ
ル
ソ
ン・マ
ン
デ
ラ
の
足
跡
を
た
ど
る
た
め
、南
ア
フ
リ

カ
に
は
7
度
訪
れ
て
い
る
。2
0
1
8
年
12
月
に
は
横
浜
市
国
際
局

の
イ
ベ
ン
ト
で
、マ
ン
デ
ラ
の
軌
跡
を
紹
介
す
る
写
真
展
を
開
催
し
て

好
評
を
博
し
た
。フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
検
索「
木
下
貴
史
」。

　
解
放
か
ら
30
年
、
マ
ン
デ
ラ
が
幼
少
期
を
過

ご
し
、
そ
し
て
埋
葬
さ
れ
た
ク
ヌ
村
（
東
ケ
ー

プ
州
ウ
ム
タ
タ
近
郊
）
に
は
ネ
ル
ソ
ン
と
名
づ

け
ら
れ
た
学
校
が
再
建
さ
れ
、
そ
の
近
く
に
は

黒
人
が
参
政
権
を
行
使
し
た
94
年
以
降
に
建
設

さ
れ
た
地
元
の
学
校
も
あ
る
。
黒
人
へ
の
義
務

教
育
導
入
は
マ
ン
デ
ラ
の
悲
願
だ
っ
た
。
教
育

の
充
実
は
国
の
発
展
に
欠
か
せ
ず
、
よ
り
よ
い

未
来
を
築
い
て
ゆ
く
土
台
と
な
る
。
ク
ヌ
で
出

会
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
底
抜
け
に
明
る
く
、
学

ん
で
遊
ん
で
学
校
生
活
を
満
喫
し
て
い
た
。
あ

の
笑
顔
が
曇
っ
て
し
ま
う
将
来
は
避
け
た
い
。

　
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
は
消
滅
し
た
。
け
れ
ど
も
、

長
年
続
い
た
社
会
の
構
造
に
根
差
す
問
題
が
解

消
さ
れ
る
に
は
時
間
を
要
す
る
。「
私
た
ち
国

民
は
、
希
望
す
る
権
利
、
未
来
へ
の
権
利
、
生

命
そ
の
も
の
の
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
」
と
は
、

92
年
の
マ
ン
デ
ラ
の
演
説
の
一
節
で
あ
る
。
ア

パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
葬
り
、
暗
黒
の
境
遇
に
別
れ

を
告
げ
、
希
望
で
未
来
が
明
る
く
照
さ
れ
、
命

を
尊
ぶ
生
活
を
送
る

│
ク
ヌ
の
子
ど
も
た
ち

が
何
歳
に
な
っ
て
も
そ
う
信
じ
ら
れ
る
社
会
が

築
か
れ
る
こ
と
を
願
う
。
ク
ヌ
で
眠
り
に
つ
く
マ

ン
デ
ラ
も
そ
れ
を
信
じ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

左 ： 首都プレトリアのユニオン・ビルディング（政府庁舎）。1994年にマンデラの大統領就任式が行われた。中 ： ケープタウンのロベン
島に残るマンデラが投獄された独房。右 ： ヨハネスブルグのソウェトにあるマンデラのかつての住居。現在は記念館となっている。

ユニオン・ビルディングに建つマンデラ像の前で、
ポーズをまねる子どもたち。
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